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社会科見学の小学生を案内する平和案内人（長崎原爆資料館）

https://www.peace-wing-n.or.jp/ 2018（平成 30）年 7月

158号

公益財団法人 長崎平和推進協会  



PEACE  WING  NAGASAKI 2

啓発
事業

平和推進事業

長崎原爆資料館運営事業

長崎原爆資料館図書資料整理事業

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館

経常費用　31,299,048 円

経常費用　16,945,550 円

経常費用　5,165,893 円

経常費用　293,428,696 円
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事
業
報
告

被爆体験講話者の派遣
被爆の実相を伝えるため、修学旅行生
等に被爆体験講話を実施した。
　　　　　　　　　　

被爆体験講話者の県外派遣
県外自治体等からの依頼により、原爆について知る機会
の少ない県外の方々に被爆体験講話を聞いてもらうため、
講話者を派遣。また、長崎県主催事業に協力した。

国連軍縮週間行事「市民のつどい」
10 月 24 日から 1 週間の「国連軍縮週間」に合わせて開催した。

平成 29 年度は、雨天のため規模を縮小して実施した。
戦時食・エコ風船・折り鶴コーナー、ミニコンサート、原爆被災写真展、

ポップコーン・綿菓子コーナーなど

・開催日： 10 月 28 日

・場　所：原爆資料館階段下広場、いこいの広場ほか

講演会の開催
会員及び市民に世界恒久平和への認

識を深めてもらうため、講演会を実

施した。

一龍斎春水が語る「火
ほ

垂
た

るの墓」

・ 開催日：2 月 12 日

・ 場　所：長崎原爆資料館ホール

・ 入場者：約 200 人

原爆被災写真パネル・
DVD（ビデオ）の貸出
修学旅行等の事前学習や写真展等
の開催に役立ててもらうため、貸し
出しを行った。

・写真パネル：12 件　

・DVD（ビデオ）：139 本

長崎市から原爆資料館の観覧料徴収及び受付案内の業務を受託し、原爆資料館を訪れる世界の人々に核
兵器の脅威を広く伝え、協会の目的である平和推進に取り組んだ。

長崎市から原爆資料館図書室における資料収集整理業務を受託し、専任の司書を配置し、原爆・平和に
関する図書資料の整理・選定、情報発信を行うことにより、協会の目的である平和推進に取り組んだ。

「原子爆弾被爆者に対する援護に関する法
律」に基づき、平成 15 年に開館した追悼平
和祈念館の管理・運営や、原爆死没者の追悼
と平和祈念に関する様々な事業を実施した。

遺影の登録、証言等の収集・映像制作、海外原爆

展、被爆体験記朗読ボランティア、ピースネット、

平和ボランティア育成外国語講座、長崎国際平和

映画フォーラムの実施　など

【県外自治体等からの依頼】新潟県柏崎市、千葉県浦安市、神奈川県藤沢市、福井県敦賀市、大阪府八尾市、

島根県出雲市、宮崎県日向市、宮崎県小林市、鹿大祭統一実行委員会（鹿児島市）

【長崎県主催事業】（長崎県内小中学校）雲仙市、松浦市、五島市、大村市、佐世保市、壱岐市、南島原市、

西海市、佐々町、小値賀町、波佐見町

（県外大学）千葉大学、早稲田大学、京都外国語大学、神戸大学、九州大学、佐賀大学

派遣実績 1,253 件（162,688 人）　

　小学校 538 件　中学校 378 件　

　高校 225 件　一般 112 件
1,301,540 円
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育成
事業

発刊
事業

調査
研究

収益事業

その他管理運営に係る費用

経常費用　20,201,841 円

経常費用　2,280,220 円

平和案内人の派遣
原爆資料館や追悼平和祈念館、周辺の被爆遺構のガイドを行う

平和案内人の育成・派遣に取り組み、第 1 期から第 6 期までの

165 人が活動した。

平成 29 年度は、舩山副理事長の「これまでの被爆継承活動に

ついて」の講話や、樹木医の久保田健一氏による「被爆樹木に

ついて」の研修なども実施し、スキルアップを図った。
【利用者数】原爆資料館常駐 10,950 人　原爆資料館予約 2,867 人
　　　　　  碑めぐり 18,353 人　（計：32,170 人）

平和活動支援、秋月グラント
協会の活動趣旨と合致する活動に対して共催・後援及び
助成を行った。

【共催】

・外国人による日本語弁論大会

・ながさき平和大集会

・長崎平和音楽祭　

・原爆忌文芸大会

【秋月グラント】

・クリティカル・イシューズ・フォーラム

・「未来への伝言～ナガサキから」

・「記憶風景を縫う」　・「長崎コレジオ」講座

平和・軍縮関係の会議やシンポジウム等に
協会役員及び職員を派遣し、情報収集や
関係機関との交流・意見交換を行った。

会報「へいわ」( 年4 回)、協会の

事業概要をまとめた「平和のあ

ゆみ」( 年1 回)、情報BOX（毎月）

の発行、会員勧誘リーフレットを

作製し、情報発信を行った。

7,152,719 円

1,356,186 円133,400 円

部会活動
平和意識の啓発・高揚を図るために、協会会員で組織する
4 部会が自主的な活動を行った。　　　　　★ 6 ページ参照

① 継承部会 (43 人 )　　　② 写真資料調査部会 (9 人 ) 

③ 国際交流部会 (27 人 )　④ 音楽部会 (11 人 )　　　　　　　　　

アジア青年交流事業
県内の高校・大学生が提案した平和に関する企画を、
若者自身の手で実施した。

・活水高等学校平和学習部「ふりそでプロジェクト」

・長崎外国語大学「国際交流プロジェクト」

・長崎大学「Peace Caravan 隊」

・長崎県立大学シーボルト校金村ゼミ「Peace Piece プロジェクト」

・長崎純心大学「Green Pieces」

●その他費用　21,355,203 円　　

●書 籍 売 上：9,688,706 円

●グッズ売上：13,083,292 円

原爆資料館内ミュージアムショップ

平和推進事業の実施に必要な自主財源を確保するため

に、原爆資料館内のミュージアムショップで原爆に関

する書籍や平和グッズを販売した。

平成 29 年度からは、千羽鶴の再生紙から作られた名

刺台紙等の販売を開始した。また、オンライン販売も

行い、長崎市ふるさと納税の返礼品にも登録し、好評

を得ている。

今年度は 1,515,378 円を平和推進事業等へ繰り入れ、

収益事業の目的を果たした。

社会保険労務士、税理士等の専門家から助言を受けて、法人運営を的確に運営するとともに、法人の理事会、評議員会、

各種委員会等を開催した。10 月には、事務局の全職員を対象とした「接遇研修」を 2 日に分けて行い、職員のスキルアッ

プを図り、サービス向上に努めた。
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被爆の継承

被爆者の高齢化が進
む中、原爆の実相や被
爆者の体験を伝えよ
う と す る 次 世 代 の 活
動が、 1 年を通して行
われています。

被爆 73 年
平和関連行事の紹介

73 年前の 8 月 9 日、長崎では原子爆弾により多くの方が亡くなりました。

この夏に行われる当協会が関係する平和関連行事をご紹介します。

この機会に、改めて原爆の悲惨さ、平和の尊さを考えてみませんか。

7/23（月）～ 8/3（金）
写真展 「被爆後の長崎～米軍占領の記録～」

8/4（土） 長崎原爆忌平和祈念俳句大会

8/7（火）～ 9（木）
平和案内人による
原爆資料館 ・ 追悼平和祈念館常駐ガイド

平和案内人外国語
ボランティアガイド

8/5（日） 長崎平和祈念献茶式 （拝服席）

時間　8 時 30 分～ 18 時 30 分

　　　初日：13 時から　　最終日：15 時まで

場所　追悼平和祈念館 交流ラウンジ

主催　長崎平和推進協会写真資料調査部会

協力　追悼平和祈念館、長崎平和推進協会音楽部会

時間　13 時～ 16 時 30 分　

場所　原爆資料館 平和学習室

主催　長崎原爆忌平和祈念俳句大会実行委員会

後援　長崎平和推進協会

時間　9 時～ 20 時

受付　原爆資料館

　　　　正面入り口

主催　長崎平和推進協会

★ガイド料は無料です。

時間　9 時 40 分～ 13 時　

場所　原爆資料館 いこいの広場

主催　茶道裏千家淡交会長崎支部

後援　長崎平和推進協会

戦後から 4 年間、 長崎を占領し

た米軍の行動 （上陸 ・ 捕虜の

解放 ・ 戦後処理）、 市民との交

流などを写した記録写真を紹介

します。 米国国立公文書館で収

集した初公開の写真も含まれて

います。

ボランティアガイド 「平和案内人」 が原爆資料館や追悼平和祈念

館を分かりやすく案内します。

この期間のみ、 活動時間を延長し、 人数も増員してご案内します。

爆心地公園にて慰霊塔に献茶後、 一般の方にも無料でお茶を差し

上げます。

★ 23 日 13 時からのオープニングでは、当協会音楽部会
　による演奏も行われます。
問合せ

問合せ

申込み

問合せ

問合せ

長崎平和推進協会　☎ 095-844-9922　

中村 昭夫氏　☎ 095-857-3206　

長崎平和推進協会　☎095-844-9922
https://www.peace-wing-n.or.jp/　

長崎平和推進協会　☎095-844-9922
https://www.peace-wing-n.or.jp/　

長崎平和推進協会　☎ 095-844-9922　

茶道裏千家淡交会長崎支部　☎ 090-2078-1264

被爆の実相と平和の

尊さを次世代に伝え

ていくことを目的に活

動しています。 原爆

資料館や追悼平和祈

念館、 平和公園周辺

のガイドを、 来館者

や小中高生に行って

います。

長崎を訪れる外国人

に対し、 英語 ・ 中国

語 ・ 韓国語で原爆資

料館周辺をご案内し

ます。 事前に申込が

必 要 で す が、 1 ～ 2

時間程度でご希望の

コースをお話ししなが

らめぐります。
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8/7（火）～ 9（木）
原爆資料館 ・ 追悼平和祈念館 

開館時間延長 （20 時まで）

8/8（水）2 018 ピースアクション
in ナガサキ

8/11（土・祝） 長崎平和音楽祭 vol.33

8/8（水）平和の灯
ともしび

8/12（日）第 56 回原爆忌文芸大会

8/8（水）～ 9（木）
被爆体験を語り継ぐ 永

と

遠
わ

の会による

　　　　　●追悼空間での常駐朗読

8/12（日）～31（金）
長崎おきあがりこぼし展

折り鶴再生画用紙子どもの絵 ・ 書展

●朗読会 「９日を忘 れ ない」

家族 ・ 交流証言者
朗読ボランティア

永遠の会

時間　18 時 45 分～ 20 時 30 分（雨天の場合は延期）

場所　平和公園内 平和の泉

主催　平和の灯実行委員会

時間　13 時 10 分～ 15 時 30 分

場所　長崎市民会館 文化ホール

主催　日本生活協同組合連合会・長崎県生活協同組合連合会

時間　14 時～ 16 時

場所　長崎市平和会館 ホール

主催　長崎平和音楽祭実行委員会

共催　長崎平和推進協会

入場料 一般 1,000 円  中高生 500 円  小学生以下 無料

時間　13 時～ 16 時

場所　長崎ブリックホール 会議室（3階）ほか

主催　長崎国際文化協会

後援　長崎平和推進協会

場所　原爆資料館 いこいの広場

主催　長崎平和アートプロジェクト

後援　長崎平和推進協会

時間　8 時 30 分～ 19 時 30 分

場所　追悼平和祈念館 追悼空間

時間（8 日）11 時 2 分～ 11 時 30 分

　　  （9 日）13 時 30 分～ 14 時

場所　原爆資料館 いこいの広場

広島の被爆ヴァイオリンの演奏、 朗読劇 「原爆学級」、 歌曲 「被爆

のマリア」 をお届けします。

追悼平和祈念館にある約 7 万個の追悼の明かりがともる地上部の水

盤も 20 時まで開放しています。

平和の願いを込めてメッセージ等を

描いた約５千本のキャンドルを点灯

します。 コンサートやバルーンリリー

スも行います。

ご希望に応じて 5 分ほど追悼平和祈念館所蔵の被爆体験記を

朗読します。 この 2 日間に限り、 追悼空間で行います。

被爆地や災害地への支援メッセージを込めて、 著名人や地元作家

らが絵付けした福島の伝統民芸品「おきあがりこぼし」を展示します。

また、 長崎に届けられた折り鶴を再生した画用紙に、 子どもたちが

描いた絵や書も同時に展示します。

申込み申込み申込み

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

長崎平和推進協会　☎095-844-9922
https://www.peace-wing-n.or.jp/　

追悼平和祈念館　☎095-814-0055
http://www.peace-nagasaki.go.jp/

追悼平和祈念館　☎095-814-0055
http://www.peace-nagasaki.go.jp/

追悼平和祈念館　☎ 095-814-0055　

長崎市被爆継承課　☎ 095-844-3913　

長崎県生活協同組合連合会　☎ 095-849-3759　

ファンタジー・アート・NAGASAKI　☎ 095-823-9373　

長崎国際文化協会　☎ 095-822-2366

長崎アートプロジェクト事務局　☎ 095-894-9970

長崎を訪れる外国人

に対し、 英語 ・ 中国

語 ・ 韓国語で原爆資

料館周辺をご案内し

ます。 事前に申込が

必 要 で す が、 1 ～ 2

時間程度でご希望の

コースをお話ししなが

らめぐります。

追悼平和祈念館が所

蔵する被爆体験記を

朗読するボランティア

です。 土 ・ 日を中心

とした常駐朗読の他、

定期朗読会や、 学校

や公民館などを訪問

しての朗読も行ってい

ます。

次世代の証言者とし

て、 被爆者から直接

聞き取り、 受け継い

だ被爆体験や平和へ

の思いをお話ししま

す。 ご希望の時間 ・

場所で、 紙芝居や写

真、 映像等を用いな

がら語ります。

★ 8 月 6 日～ 12 日は長崎ブリックホール 2 階ギャラリー
　にて入賞作及び選者詠展示会を開催

★ 8 月 4 日から、長崎市内の
　他会場でも行われます。
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田中 重光 　(一財)長崎原爆被災者協議会 会長

中島 昭次　 核兵器廃絶・平和建設長崎県民会議 事務局長

馬郡 啓 　　(一社)長崎青年会議所 事務局長

松田 斉　　 (公財)長崎平和推進協会 写真資料調査部会 部会長

池本 仁史 　長崎文化放送(株) 取締役 放送番組審議会 事務局長

井本 義親 　毎日新聞社長崎支局 支局長

佐々野一義  長崎県文化観光国際部国際課 課長

佐藤 友治　 (株)長崎国際テレビ報道制作局 局次長兼報道部長

田中 法斉 　長崎市中学校校長会（長崎市立淵中学校 校長）

堀川 幸一 　長崎市小学校校長会（長崎市立戸石小学校 校長）

理事

評議員

（敬称略）

5 月 30 日の評議員会で新たに選任された

理事・

評議員の紹介

長崎平和推進協会4 部会紹介
当協会は、会員のみなさんの自主的活動と交流を図るため、4つの部会を設けています。
それぞれの活動を、4つの部会長に紹介していただきました。

楽
部
会

際
交
流
部
会

真
資
料
調
査
部
会

承
部
会

津田桂子部会長 吉田睦子部会長 松田斉部会長 池田道明部会長

平成 30 年度

　協会設立当初、平和推進事
業を実施する部会の1つと
して音楽部会が組織されまし
た。音楽部会員が中心となり
毎夏開催している「平和音楽
祭」も33回目を迎えます。
　また、今年は写真資料調査
部会が開催する写真展での
オープニング、秋の「市民の
つどい」等でも演奏します。
　私自身、胎内被爆児という
こだわりから何か役に立ちた
いと思い、30年以上音楽部
会で活動を行っています。ま
た、協会の講演会等の手伝い
もしており、吉永小百合さん
などのゲストの皆様とも交流
を続けています。
　文化に熱意を持つことこ
そ、人の絆を深め平和に繋が
ると私は信じています。

　国際交流部会は外国の方
との交流を深める様々なイベ
ントを開催しています。毎月第
３金曜日夕方の例会では外
国の方が話します（英語が主
で毎回通訳付き。通訳やりた
い人大歓迎）。11月の「外
国人と市民との集い」では5
人の外国の方が日本語で話し
ます。どの話も「目からうろこ」
で、質疑応答は自由。交流
が深まっています。「聴き逃す
はもったいない」と感想を述
べる人が大半です。4月のポッ
トラックパーティで新しい出会
いがあり、また10月の国連
軍縮週間では千羽鶴を作り平
和メッセージを添えて米国大
統領などに送るなど、どれも
皆さんの参加をお待ちしていま
す。外国語ができない人も大
丈夫 !

　昭和 56 年、6人の被爆
者により「長崎の被爆写真
調査会」が発足、2年後に
は平和推進協会の「写真部
会」として活動を開始。米
国戦略爆撃調査団や林重男
氏、松本栄一氏らの写真検
証を経て、平成 9年「写真
資料調査部会」となり現在
に至ります。昨年からは原
爆資料館が米国国立公文書
館で収集した写真の検証作
業も委託されています。
　被爆から 73年が経ち被
爆者の高齢化が進む中、写
真の訴求力はますます重要
となりつつあります。正確
な情報を写真と共に届け、
被爆の実相をより深く知っ
ていただくため、現在 9人
の会員が週 1回活動を行っ
ています。

　継承部会員は現在43人。
主な活動は、小・中・高校
生や海外の方々などへ自ら
の体験や平和への思いなど
を話す「被爆体験講話」で
す。その他にも部会内に 6
つの班（ピーストーク研修
班、原爆遺跡研修班、軍縮
週間市民のつどい班、広報
班、ピースネット交流班、
継承交流班）を作り、部会
員はいずれかの班でも活動
しています。
　また、長崎市の被爆継承
課が行っている「語り継ぐ
被爆体験（家族・交流証言）
推進事業」に部会員の有志
数人が参加して、被爆体験
を次世代に託す継承者の輩
出にも取り組んでいます。
もちろん、これからも活発
に活動を続けていきます。

音 国 写 継
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会員の広場
　

73
年
目
の
暑
い
夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
平
和
へ
の
道
は
、
「
南
北
首
脳
会

談
」
に
始
ま
り
、
米
朝
首
脳
会
談
へ
と

進
み
、
今
後
の
行
動
に
含
み
を
持
っ
た
。

開
催
前
か
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ト
ラ
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プ
大
統
領
へ
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ベ
ル
平
和
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と
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、
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憶
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と
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待
感
が
交
錯
し
て
い
た
。
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こ
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こ
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よ
う
に
す
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担
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手
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役
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る
。
様
々
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や
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は
あ
っ
た
に
し
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方
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で
あ
ろ
う
。

　

長
崎
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起
点
に
「
高
校
生
平
和
大
使
」

や

「
ユ
ー
ス
代
表
団
」
と
い
っ
た
次
世
代

へ
繋
ぐ
活
動
を
し
て
す
る
若
者
が
多
い
中

で
、
大
人
や
若
者
が
お
互
い
を
認
め
合

い
平
和
の
リ
レ
ー
が
出
来
る
よ
う
な

「
長

崎
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

北
川 

淳

お便りをお寄せください！
平和推進協会では、会員の皆様よりお便

りを募集します。会報をご覧になっての

ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆

様の声をお寄せください。投稿いただい

た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」

で会報「へいわ」に掲載させていただき

ます。投稿は 300 字以内でお願いします。

また、匿名の投稿はご遠慮ください。

E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒 852-8117 長崎市平野町 7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係
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当
協
会
で
は
、
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
に
は
長
崎
の
若

者
と
隣
接
諸
国
の
若
者
と
の

交
流
や
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
と
考

え
、
ア
ジ
ア
青
年
平
和
交
流

事
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
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年
は
過
去
最
多
の
５
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ー
ム

が
若
者
ら
し
い
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、「
自
分
た
ち
が
考

え
る
国
際
・
平
和
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
自
由

な
企
画
を
募
集
し
ま
す
。
長

崎
の
若
者
の
力
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
応
募
さ
れ
た
企
画

の
発
表
・
審
査
会
も
開
催
し

ま
す
。
長
崎
の
若
者
の
企
画

力
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自分たちが考える
国際・平和交流プログラム

企画を募集します！

◆ 募 集 期 間　7 月 2 日（月）～ 8 月 24 日（金）

◆ 募 集 対 象　長崎県内の高校生、大学生

◆ 募 集 テ ー マ　自分たちが考える国際・平和交流プログラム

◆ 発表・審査会　9 月 8 日（土）13：30 ～

 　　　　　追悼平和祈念館交流ラウンジ

　※詳細は当協会の HP をご覧ください。

実際に取り組んだ企画の成果報告会は、来年３月に開催予定です。

問合せ 長崎平和推進協会　☎ 095-844-9922
https://www.peace-wing-n.or.jp/　

昨年の様子

長崎の

若者の力を！

Peace Piece プロジェクト

Peace　Caravan 隊

アジア青年平和交流事業とは？

当協会設立 20 周年記念事業として平成 15 年

にスタート。当初は長崎と韓国、マレーシア

の青年との相互訪問による交流を図っていま

したが、平成 23 年からは若者自身が企画す

るプログラムを応援する事業となりました。

　5 月 24 日、追悼平和祈念館交流ラウンジにおいて、原爆死

没者名簿の風通しが行われました。

　長崎市職員が名簿を一冊一冊丁寧に並べた後、11 時 2 分に

黙祷を捧げ、名簿を一枚ずつめくって外気にあてました。今

年は修学旅行生が黙祷する場面も見られました。

　風通しを終えた名簿 179 冊（175,796 人分）は、追悼空間の

名簿棚に収められ、8月 9日の平和祈念式典で奉安されます。

原爆死没者名簿 風通し
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（公財）長崎平和推進協会　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　 095-844-9961

原爆死没者の遺影・氏名登録
及び体験記募集

　国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館では、原
爆で亡くなった方のご遺影やお名前の登録（原
則遺族の方から）を募集しております。お寄せ
いただいたご遺影やお名前は、長崎・広島の両
祈念館で公開いたします。また、被爆の実相を
後世に伝えるために、被爆体験記も募集してお
ります。皆さまのご協力をお願いいたします。

今年も「被爆者健康講話」が始まりました
　長崎大学原爆後障害医療研究所と連携して、被爆者の方の健康維持に
役立つ健康講話を6月から来年3月まで毎月1回（第3木曜日を原則として
全10回）、長崎会場と五島会場で開催します。通算100回目を迎えた今年度
の第1回目は6月21日に、長崎大学原爆後障害医療研究所の高村昇教授に
「解ければもっと長生きできる？生活習慣病クイズ」をテーマに講話いた
だきました。被爆者の方だけではなく、一般の方も参加いただけます。

　・長崎会場：追悼平和祈念館地下2階交流ラウンジ

　・五島会場：福江総合福祉保健センター2階研修室

映像「クスノキは知っていた～被爆者の記憶～」上映開始
　平成29年に開催した体験記企画展「原爆の記憶」にて展示した体験記（厚労省収集）18編を基に制
作したこの作品は、山王神社のクスノキを語り手にして、体験記の朗読を画像や音楽を交えながら
展開することで、原爆の惨状を伝えます。是非ご覧ください。（約23分）

場所：追悼平和祈念館 交流ラウンジ内　　　※7月末まで常時上映中

千羽鶴再生紙「名刺台紙」販売開始！
　長崎に届けられた千羽鶴を再生

して作った「名刺台紙」の販売を

開始しました。名刺をとおして、

千羽鶴に込められた平和への想い

を繋いでください。名刺台紙は、

2種類取り揃えています。

世界の核弾頭の数
ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合計

2017年
６月1日 ～7,000 ～6,800 300 270 215 80 ～140 100～120 ＜20 ～14,900

2018年
６月1日 ～6,850 ～6,450 300 270 215 80 ～140 120～130 10～20 ～14,450

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/

問合せ

問合せ
問合せ

追悼平和祈念館　☎ 095-814-0055
http://www.peace-nagasaki.go.jp/　

　　　長崎平和推進協会　書籍販売コーナー　 

☎ 095-842-0580　https://www.peace-wing-n.or.jp/shop/
追悼平和祈念館　☎ 095-814-0055

各 1,000 円（税込）
※会員価格 800 円（税込）

◎
維
持
会
員

１
１
０
２
人

◎
賛
助
会
員

１
４
６
人

◎
学
生
会
員

１
２
人

（
平
成
30
年
６
月
28
日
現
在)

（
敬
称
略
）

◎
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
労
働
組
合 

　
　

六
万
三
千
六
七
九
円

◎
山
中　

弘
幸 

一
万
円

◎
藤
原　

奈
津
江 

三
千
円

◎
岩
永　

芙
美
子 

二
千
円

◎
匿
名 

三
人 

四
万
円

　
当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会
費
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
だ
会
費
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
な
い
方
は
、何
卒
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、先
に
お
送
り
し
て
い
る
払
込

票
に
よ
り
最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
支
払
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源
泉

所
得
税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

会
員
数
報
告

寄
付
者
紹
介

　

会
費
納
入
の
お
願
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
会
員
（
団
体
・
法
人
）
の
一
覧
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。


